
黒沢は時に、うなずくと、

「ああ、記憶を取り戻したい。でも、自分だけの力、では

無理のようだ。なにか専門の医師にでも、見てもらえば、

いいのかもしれない。」

時は、

「脳神経外科医あたりが、いいんでは、ないでしょうか。

僕も詳しくは知りませんけど。」

と提案すると黒沢は、

「そうだね。そうしよう。君は、いい医者を知らないか

ね?」

「知りません。インターネットで検索すれば、見つかりま

すよ。」

「そうだな。そうするか。」

黒沢はズボンのポケットからスマートフォンを取り出して、

ネット検索を始める。

「脳神経外科 福岡市」で検索すると、一番上に出たのは、

能田脳神経外科

というのが検索結果である。黒沢は、

「アイランドシティにある能田神経外科が、いいんだろう

な。知らないか?ここを。時君。」

と訊いた。流太郎は、



「知りません。通勤途次では見ませんね。」

黒沢は、

「今から行ってくるよ。君は又、どうして、ここへ来てい

るんだ?」

と不思議そうな顔をして聞く。流太郎は、

「営業ですよ。我が社の株式会社夢春と何か提携いただく

ものが、あれば、というものですが。」

「ああ、そうだな。しかし、さっき君は土星とかなんとか

言っていたが・・・ああ、頭が痛くなってきた・・・。」

「記憶を取り戻すと、分かると思いますよ。医師の助けが

必要でしょう。それでは、これで失礼します。」

流太郎は立ち上がると一礼して社長室を出て行った。

ロボット運転手に運転させて、黒沢はアイランドシティ

に行った。

「おう、ここで、いいよ。停めてくれ。」

と黒沢が指示すると、停車した車内から黒沢は歩道に降り

た。能田脳神経外科の看板が見える。三階建ての建物にな

っている。入院患者も、いるのだろう。

玄関を入って受付で診察を頼むと、女性ロボットは笑顔

で、



「かしこまりました。椅子に座って、お待ちください。」

と話した。

健康保険及び社会保険など、既に廃止されている日本だ。

医療費を引き下げないと患者は来ない。その窮余の策とし

て病院が、いち早くロボットを使い始めた。医療事務など

ロボットにも出来る。それと受付も。一度、購入すれば電

気代も要らない、それは太陽エネルギーで充電できるから

だ。二、三人の患者の後、黒沢は名前を呼ばれたので診察

室に入った。白衣を着た太った中年男性が院長の能田らし

い。彼は黒沢に、

「やあ、どうぞ、そこに、お掛け下さい。」

黒沢は能田の前に座った。すると能田は、

「それで?今日は、どういう調子ですか?頭の具合は。」

とニコヤカに尋ねてくる。

「それが頭は何ともないんですが、記憶の方でチョット思

い出せない事が、あるのです。」

「ほほう。思い出せない記憶なんて、いくらでも、ありま

すよ、人間には。」

「それが。思い出したい特異体験が、あるらしいんで

す。」

「そうなんですか。あなたは耳が悪いのですか?耳にイヤホ



ンを、つけておられるが。」

黒沢はハッとした。耳に手をやると、そこにはイヤホンが、

ある。これは何だろう?これこそが土星で、もらったものな

のだろうか?

「ああ、これですね?いや、私は耳は、すこぶる、いいので

イヤホンなんて、していなかったんですけど、何故、イヤ

ホンをしているのかが分かりません。」

能田は鼻の下の髭を右手で、いじくると、

「それも忘れたようですね。ちょっと、そのイヤホンを見

せてもらえますか。」

と請うので黒沢はイヤホンを耳から取って、能田に渡す。

能田は、それを受け取ると手のひらに乗せてジロジロと見

る。

「これは地球のイヤホンでは、ないようです。」

そう能田は断言した。

「地球のイヤホンでは、ない?とすると、何処のイヤホンで

すか。」

と黒沢は問う。能田は落ち着いた表情で、

「恐らく土星でしょう。土星の物質で、出来ているみたい

です。」

黒沢の頭の中で、土星という言葉が鳴り響く。そういえば



時・流太郎も土星で黒沢に会ったとか、自分を見つけてく

れた、とか、そんな話をしていた。では自分は土星に行っ

たのだろうか?分からない。覚えていない。記憶に残ってい

ない。

「能田先生も土星に行かれた事が、あるのですか?」

と黒沢は聞くと、

「いいえ、ありませんが、私の知人にUFOマニアがいて、

彼は土星人とコンタクトを取り土星に行ったんです。帰っ

て来た時、土星の物質を色々と見せてもらったが、その中

に、このイヤホンもあったからね。」

「何に使うんでしょう、このイヤホンは。」

「ああ、なんでも土星語が分かるイヤホン、というか日本

語に翻訳してくれるらしいですよ。それで土星語を知らな

くても、意味が分かるそうです。」

それでも黒沢の記憶は蘇らなかった。能田は興味深げに黒

沢の顔を見ると、

「貴方は土星に行ったのかも、しれませんね。レントゲン

検査を、しましょう。」

レントゲンはドイツの科学者、ヴイルヘルム・コンラー

ト・レントゲンが発見したものだ。レントゲンという言葉

は小学生でも知っているが、その由来については意外と知



られていない。

能田にレントゲン撮影された黒沢は、写真を見た能田に、

「CT スキャンも現在では大変進んでいますからね。どう

も貴方の脳の海馬が少し、やられています。」

「海馬?が、ですか。」

「そうです、この海馬がないと人は記憶が出来なくなりま

す。あなたの海馬の損傷は偶発的なものか、人工的なもの

かは分かりません。ただ、この程度は治せるものですが、

完全には治るかどうかは断言できません。手術しますか?」

「ええ、お願いします。」

という事で黒沢は、手術室で能田に脳の手術をして、もら

った。メスによる切開ではなく、レーザービームのような

光線を黒沢の頭に当てるというものだった。診察室に戻る

と能田は、

「土星の記憶は戻りましたか?」

と尋ねたので、黒沢は土星での出来事を思い出そうとする。

ドセルノ・・・大金持ちだ。彼は黒沢に、

「時・流太郎なる人物を探したいのかね。いいとも、何か

彼の遺留品は、あるかな。」

と問いかけたのだ。黒沢は、

「地球には、あるでしょう。ここには私は、時の遺留品な



ど持っていませんよ。」

「よし、地球に君を戻そう。UFO なら数分以内に帰れる

さ。」

地球に戻った黒沢は、株式会社夢春を訪ねた。

社長の籾山に黒沢は、

「何か時君の遺留品は、残っていないか。」

と訊くと籾山は、

「会社の机の中に彼のハンカチが残っていました。今も、

そのままにしています。取り出しましょうか。」

「ああ、そうして欲しいね。」

籾山は時の会社の机の所に行き、引き出しの中からピンク

色のハンカチを取り出した。それを黒沢に渡すと、

「これが時の遺留品ですが、これで、どうなるんでしょ

う?」

「土星人からの提案なので、私には分からないんだ。これ

を借りていくよ。」

「ええ、大丈夫でしょう。もし時が戻ってきても、ハンカ

チがない理由は私が話しておきます。」

それからドセルノに連絡して UFO が来て、又、土星に行

った。ドセルノに時のピンクのハンカチを渡すと、



「これが彼の持っていたものです。」

と黒沢は説明した。ドセルノは満足げに、うなずくと、

「よし、これを宇宙捜索機に、かけてみよう。」

室内にある大型のコンピューターのような機械の前に行く

と、ドセルノは時のピンクのハンカチを、その機械の中に

入れた。

ドセルノは機械のパネルを操作した。数分後、機械を立っ

て見つめていたドセルノは、

「時君の居場所が分かったよ。地球から数万光年は離れて

いる星、それも地球とソックリな星にいる。その星に我々

は行くことが出来る。もちろん三日は、かかるけどね。」

と黒沢に振り向いて話したのだ。黒沢にとっては、それは

驚きと喜びだった。黒沢はドセルノに、

「是非、その星に連れて行ってください。三日なんて、あ

っという間ですよ。おっ、という間かな。その三日とは土

星の三日なんでしょう?」

と問いかける。ドセルノは確信的に、

「もちろん、土星の三日だ。地球の時間なら一日は十時間。

君も、もう土星の一日に慣れただろう?」

「はい、今では、すっかり土星の一日、一週間には慣れま

した。」



「でも、一年は経っていないから、年には慣れていないだ

ろう。」

「それは・・そうですね、土星の一年は地球の七年でした

っけ?」

「それは土星の四季だ。春とか夏の期間だよ。土星の一年

は地球の二十九年と、ちょっと。君は黒沢君、土星の一年

も、この星に居てくれるか?」

「それは、ちょっと、どうでしょう。仕事があるなら、い

いのですが。」

「今のところAVの仕事しか、ないけどな。」

「そんな・・・私は地球では科学関係の会社を経営してい

た人間です。土星の科学関係の・・・。」

「いや、それは君には理解不能な土星の科学だよ。地球で

も幼稚園生に大学の講義が分からないように、いや、それ

以上の隔たりが地球と土星の科学では、あるからな。君を

教育するのに、どの位の時間が、かかるか・・・。それよ

りもチンポも二本に、なったし AV の仕事を享受するのは

簡単だからな。」

黒沢は、そんなものかと思った。時流太郎は今、何をして

いるのだろう。黒沢が沈黙したので、それを了解の意味に

受け取ったドセルノは、



「さあ、円盤に乗ろう。時君の星に行くよ。」

と黒沢を誘った。

快適な宇宙の旅、とでも言おうか。六時間たつと四時間

と少し眠って土星の一日を空飛ぶ円盤の中で過ごしている

と、三日たったら窓の外に青い星が見えた。あれが地球に

近似した星なのだろうか。ドセルノは黒沢の視線を追って、

「そうだ。あれが地球のパラレルとも言える星さ。今から、

あの星の陽本(ひほん)に着陸するよ。」

ドセルノは胸に付けたマイクに聞こえるように、

「着陸に入り給え。」

と操縦手に指示した。ぐいーん、という感覚で窓の外は、

その星の外気圏、熱圏、中間圏、成層圏を通過し、対流圏

に到達した。

空から下を見ると日本列島に似た形の島があり、そこの東

京の辺りに円盤は着陸した。円盤は、とあるビルの屋上に

着地した。ビジネスのビルらしい。ドセルノが、

「さあ、降りよう。ここは巨大で高層なビルだけど、下に

降りれば、すぐに理由は分かるさ。」

と円盤から降りて説明して、先だって下へ降りる階段を降

りて行ったので、黒沢も急いで後を追った。



最上階と思われる所はモーテルのような宿泊所も見えた。

レストランもある。なんのビジネスのビルなのだろう?そう

こうするうちに行き止まりか、と黒沢には思えたが、そこ

はドアで自動で開いたのであった。中も部屋で、そこはラ

ウンジのようだ。受付に女性が座っている。ドセルノは彼

女に近づくと、

「社長には話してあります。ドセルノと言います。」

と日本語で話した。ここは、日本なのか?若い女性は、にこ

やかに微笑むと、

「お待ちください、お呼びします。」

と答えて、自分の机の前のボタンを押して、

「社長。お客様です、ドセルノ様が、いらっしゃっていま

す。」

と話した。

その受付の女性の前面にあるドアが開くと、背広を着た中

年紳士が現れた。彼はドセルノを見ると、

「おや、ドセルノ様。お早い、お着きですね。」

と云うと軽く頭を下げた。ドセルノは、

「栄部伊・売雄(えいぶい・うるお)君、お早う。さっそく

の御出迎え、感謝するよ。時・流太郎君に会うために来た

のだ。」



「ああ、・・・時、でございますね。時は今、撮影中で、

ございます。」

ドセルノは、

「そこを、なんとか、してくれないか。」

栄部伊社長は少し考えて、

「それでは、撮影現場に来ていただきます。ついて来て下

さい。」

栄部伊社長はエレベーターに歩いていく。ドセルノと黒沢

が後から来ると、開いたエレベーターに三人は乗り、下に

下降して、すぐに降りた。天井の高い場所だった、その階

は。撮影スタジオは、そんなものだろう。

撮影スタジオとドアに印字してある。なんともパラレルな

世界。言語も同じなのだ。ドセルノは、こういう交流があ

るために日本語が巧いのだろう。栄部伊社長は閉まってい

るだろうドアにカードを、かざすとドアは開いた。中に入

ると巨人の女が全裸で横たわっている。身長は四メートル

程か。

その巨人の女は大きく両脚を開脚して普通の身長の男が、

その女に全裸でかぶさっていた。時・流太郎が、その男だ

ったのだ!

巨人女とのセックスを撮影中だった。



身長四メートルの、その女の肌は白く、顔立ちは地球の北

欧の女性のようだ。彼女の膣の長さは三十センチ近くあり、

時流太郎の勃起肉棒をもってしても湖水に大根という感じ

だろう。

時流太郎の身長は百七十センチほどなので、倍以上の身長

の女とのセックスだ。流太郎は自分の頭の上に両手を伸ば

して巨人の女の乳房を揉んでいた。彼女の乳房は地球の女

性の倍はある。乳首が硬くなって立っているが、それも地

球の女性の二倍、顔も二倍はある。既に流太郎は勃起肉砲

を彼女に挿入して、腰を前後に振っている。

巨人女は、

「ぁっはっ、ああああっ、あ、あん、あん、あんっ。いく

ぅぅぅ。」

と日本語で悶えている。

黒沢は栄部伊社長に、

「あの巨人の女性は日本語を話せるんですか?」

と訊くと栄部伊社長は、

「北欧出身だけど日本育ちの女性ですよ。なんでも地底人

だったそうです。北極のあたりに地球の地底に行ける洞窟

があるらしいですよ。そこは、いつもは閉じていて岩石で

塞がれています。中からしか開けないらしい。十五の時に、



その洞窟から北欧のスウェーデンに出て来た時は、身長は

三メートル以上あって大騒ぎとなりました。誰が養育する

のか、という問題も出てきます。そこで私が後見人となっ

て彼女を養父として引き取り、今日まで養育しました。

AV女優になるかについては、彼女の自由意思で決めてもら

いましたよ。」

流太郎は腰を光速のような速度で前後させている。巨人美

女は長い睫毛を伏せて目を閉じ、口を半ば開けると赤い長

い舌を出して、

「あああっ、ああああっ、とぶーっ。」

と悶えると、顔を、のけ反らせる。

流太郎と巨人美女は同時に絶頂に達した。時のチン長で、

こうも彼女がイクとは、と黒沢は思った。彼女の巨大な膣

口から流太郎は肉砲身を抜き出すと、なんと、彼は自分の

肉砲に十数センチのシリコン製のバイブレーターのような

物を装着していたのだった。

それでチン長は倍には、なっている。だから、あの巨人美

女は満足したんだ、と黒沢は思惟する。

栄部伊社長は二人に近づくと、

「次の撮影まで十分は休憩。アレナ、服を着ていいよ。」

と養女の娘に慮(おもんばか)った。



「はい、パパ。」

と彼女は大きな声を出す。そういえば悶え声の大きさも地

球の女性の二倍は、大きかったのだ。栄部伊社長はドセル

ノと黒沢に、

「アレナの撮影では録音マイクは、要らないのですよ。」

と苦笑する。ドセルノは、

「そういうものでしょうね。アレナさんを土星に呼びたい

のだが、どうですか?」

「うーん、今のところ撮影が立て込んでいましてね。最近

にない空前の大ヒットですよ。なにせ本物の巨人女性との

セックスですからね。コンピューターグラフィックのよう

な技術では製作していない、と大評判、アレナはウチの万

札箱ですよ。」

ドセルノは押してくるように、

「土星でも大うけするでしょう。土星の人口は、ここより

多いですよ。」

「そうでしょうけど、この星の特に陽本のファンの期待に

応えたいので、もうしばらく、お待ちください。」

ドセルノは渋々といった表情で、

「わかりました。待ちますよ。金よりファンですな、うん、

うん。」



と了解したらしい。

アレナはブラジャーだけして、彼女のための特製椅子に座

った。そして脚を広げているので広大な恥毛と長大なマン

コのスジは見られている。その辺は、あっけらかんかんと

した彼女、歳は二十歳位に見える。

時は全裸で黒沢達の方を振り返った。長いシリコンのつい

たペニスを、ブランとさせて。黒沢を見ると驚きの表情で

時は、

「黒沢さん!僕は信じられません、あなたが、ここに来るな

んて!」

と声を上げる。

黒沢は、

「随分、探したよ。土星の科学技術で君を発見してもらっ

たんだ。」

黒沢の横にいるドセルノがニヤリとした。時は、

「そうだったのですか。でも、地球に帰る気がしません。

この星で、この陽本(ひほん)で僕は満足した生活、特に性

の生活には満足しています。AV男優は地球の日本では、半

ば嘲りの視線で見られますが、僕は今年、AV文化勲章を貰

えるんですよ。そしたら生涯年金として地球で裕福に過ご

せる額のお金を毎年、もらえます。籾山さんも、いい人で



給与も割と高くもらえるけど、この星の AV 男優の収入に

は遠く及ばないんです。」

黒沢は少し驚きながら、

「AV文化勲章なのか、うーむ。」

と唸る。時は、

「授賞式は陽本経済新聞デジタル版、というより、ここで

は紙の版は、ありませんけど、動画配信されますよ。僕は、

その勲章を胸に付けてAV撮影もする予定です。」

「陽(ひ)経新聞というのかな、ここでは。」

「ええ、そうです。AVパラダイスの株の時価総額は陽本一

ですよ。という事は、この星では一番なんです。ひほん一

なんです。配当も一番出してくれる、我々の給料も世界一、

というか、この星の世界で、ですけど。地球にいた頃、サ

イバーセキュリティの仕事をしていた頃は、今に比べれば

貧乏でしたね。」

流太郎は遠くを見つめるような目をして過去を振り返って

いるようだ。黒沢は少し、たじたじとなり、

「ああ、すまなかったね。地球に帰ってもサイバーセキュ

リティなんて仕事しか君には、ないだろうし。なんとか考

えてみよう。株式会社夢春の籾山君とも話して見るさ・だ

から、考え直してもらえるかもしれないから。」



時は、そんな事には、ならないだろうという顔をした。そ

して次の撮影が始まった。

アレナはベッドに座る。巨大なベッドだ。身長四メート

ルの彼女が横になれる広さと長さだ。それのダブルのべっ

どなので、なおさら大きい。時は彼女の前に立ち、あそこ

も立てた。先端にはシリコン製バイブレーターのような物

を、つけているからペニスの長さは二倍となる。それを口

に含んだアレナは両手を次に流太郎の両脚の太ももを持つ

と、自分の両肩に掛けさせた。

流太郎はアレナの背中に足の裏をかけ、背中を真っすぐに

保つ。その姿勢は流太郎の背中と腹筋の強さが必要だ。そ

の姿勢のまま、勃起させた肉砲身をアレナに、しゃぶらせ

ている。

体操選手の様な、その流太郎の姿態を見て黒沢は、(鍛えら

れているな、時君も)と思う。

巨人の女のフェラチオシーン。その地球の女性、いや、そ

の星の女性より二倍は長い赤い舌で肉筒を舐められるのも

流太郎には、たまらない快感を齎(もたら)した。アレナは、

しゃぶり終わると流太郎をベッドに降ろし、自分は四つん

這いになる。後背位でのセックスを求めるアレナ。高く突



き出された白い巨大な尻の間に見える長大の縦の肉欲スジ

は流太郎のムスコの突入を欲しているような形状を呈して

いる。彼女は立膝だが、その足が長いので流太郎は立った

ままアレナ巨大なマンコに肉砲を突き入れた。

「あああっ、はっ、あんっ、いい。」

とリズミカルな躍動的なヨガリ声を出すアレナ。既に彼女

の白い大きな尻は流太郎の腰の動きに連動するかのように

大きく揺れている。

「いくーっ。いくーっ、あっ、とぶー。」

と甘く可愛い声を、しかし大音声で発するアレナである。

「ああん、銀河系が落ちてくるぅぅぅっ。」

と脳内の感覚をもらす喘ぎ声をアレナは出すと、自分で自

分の両方の白いパイナップルの様な乳房を、ぐにゃりと掴

む。本当にパイナップル大の乳房だ。流太郎は彼女の普通

の女性の二倍の膣圧を感じつつ射精を、こらえなければ、

ならない。巨大なベッドは少し、ギシ、ギシと音を立てた。

時々、アレナが顔を流太郎に向けて目を閉じたまま、唇を

突き出してキスを求めても流太郎の顔は彼女には届かない。

精一杯、流太郎は両手を伸ばしてアレナのパイナップル乳

を双方、つかんで揉み狂う。アレナはアヘ顔になり、赤い

舌を出すと両眼を鼻の上部に向けて寄せた。流太郎は同時



にアレナの白い背中を舌を出して舐め上げると、彼女は、

「あふっ、いくーーー。」

と叫ぶと流太郎の勃起肉筒を強く締めたので、流太郎は、

たまらず、

連続射精、二回をしてしまった。


